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一
打
一
臓
」
と
↑
帆
ら
》
超
患
と
こ
ろ
カ
な
し
め
に
万
型
〒
な
￥
萱
捌
壷
て
坐
匁
そ
と
↓
シ
フ
区
て
カ
ー
そ

こ
れ
に
つ
い
て
は
次
章
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
の
大
和
売
薬
同
業
組
合
の
奈
良
県
知
事
宛
陳
情
書
は
「
二

重
不
当
並
二
県
下
主
要
産
業
発
達
ヲ
阻
害
ス
ル
モ
ノ
」
と
し
て
撤
廃
を
訴
え
て
い
る
。
「
二
重
不
当
」
と
は
売
薬
営
業
者
と
売
薬
請
け
売

り
営
業
者
に
対
す
る
賦
課
は
営
業
収
益
税
の
う
え
に
二
重
に
課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
行
商
者
へ
の
課
税
は
「
木
綿
・
蚊
帳
・
筆
墨
ノ

賦
課
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
い
う
条
文
に
照
し
て
、
県
税
営
些

を
ゑ
な
い
売
薬
配
置
税
新
設
問
題
が
起
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

れ
て
い
る
。

す
る
も
の
に
対
し
て
は
、
営
業
収
益
税
法
で
の
「
営
業
場
ヲ
有
セ
サ
ル
者
」
と
し
て
、
課
税
し
な
い
と
解
釈
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
行
商

専
業
と
は
い
っ
て
も
、
自
宅
に
営
業
帳
簿
を
置
い
て
い
る
も
の
は
「
営
業
場
」
を
も
つ
も
の
と
承
な
し
て
、
課
税
の
対
象
と
す
る
の
か
と

し
う
こ
と
て
左
そ
‐

税
収
か
ら
売
薬
印
紙
交
換
規
則
が
実
施
さ
れ
た
一
九
八
六
年
（
明
治
一
九
）
は
松
方
デ
フ
レ
政
策
が
一
応
そ
の
目
的
を
達
成
し
、

み
た
成
長
そ
こ
を
出
発
点
と
し
て
日
本
経
済
が
新
し
い
展
開
を
は
じ
め
よ
う
と
す
る
と
き
に
あ
た
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
農
業

大
和
売
薬
同
業
組
合
の
資
料
露
鐸
認
龍
癖
憾
）
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
国
税
当
局
は
前
者
、
奈
良
県
内
務
部
は
後
者
の
見
解
を
と
こ
た
と
さ

こ
の
問
題
は
「
地
方
税
二
関
ス
ル
施
行
規
則
」
（
一
九
二
六
年
）
に
よ
る
一
専
ラ
行
商
又
〈
露
雁
営
業
ヲ
ナ
ス
老
二
対
シ
ラ
ノ
堂
諜
私
ヲ

課
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
い
う
条
文
に
照
し
て
、
県
税
営
業
税
の
非
課
税
が
決
定
し
た
が
、
こ
の
過
程
で
ほ
か
の
売
薬
産
地
に
は
類
例

３
一
欠
落
不
吐
圭
産
の
ま
ふ
展
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れ
な
い
の
で
利
用
に
耐
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
さ
き
に
承

た
一
九
○
五
年
（
明
治
三
八
）
の
特
別
税
賦
課
以
後
は
売
り
上
げ
動
向
が

不
十
分
な
が
ら
税
収
に
反
影
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
一
九
一
○
年

（
明
治
四
三
）
以
降
の
税
率
の
微
調
整
に
よ
る
増
収
を
考
慮
す
れ
ば
、
再
び

成
長
を
ぷ
せ
、
そ
れ
は
と
く
に
日
清
“

当
時
の
生
産
・
販
売
に
つ
い
て
直
蛙

移
を
承
れ
ば
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

ヲ
ｏ
◎

に
お
け
る
商
品
生
産
の
展
開
、
工
業
分
野
で
の
投
資
の
活
発
化
に
よ
っ
て
、
日
本
は
本
格
的
な
資
本
主
義
的
成
長
の
道
を
歩
象
は
じ
め

そ
れ
は
配
置
薬
に
と
っ
て
も
市
場
の
量
的
・
質
的
な
拡
大
・
高
度
化
の
条
件
で
あ
っ
た
。

印
紙
税
と
不
況
に
よ
っ
て
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
業
界
は
、
と
く
に
一
八
九
○
年
（
明
治
二
三
）
代
に
入
っ
て
か
ら
、
か
な
り
急
速
な

そ
れ
は
と
く
に
日
清
戦
争
期
に
い
ち
じ
る
し
い
。

販
売
に
つ
い
て
直
接
的
な
資
料
は
利
用
で
き
な
い
の
で
、

売
薬
営
業
税
・
売
薬
印
紙
税
の
合
計
で
あ
る
売
薬
税
額
の
推

表1売薬税収入額の推移

（1883～1896年）

次年

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

３
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

(明治16）

（〃20）

（〃21）

翠
泌
型

″
″
〃

く
く
く

溺
茄

″
〃

く
く

幻
記
”

″
″
″

く
く
く
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第4章大和売薬の近代化

表3奈良県薬業従事者数と製剤方数 国
は
一
・
二
倍
で
、
こ
の
時
期
で
も
奈
良
県
の
成
長
は
い
箔
Ｅ
る
し
い
。

利
用
が
可
能
で
あ
る
。
表
２
は
こ
れ
を
示
す
。

奈
良
県
・
全
国
と
も
に
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
が
ピ
ー
ク
と
な
る
が
、

一
九
○
六
年
（
明
治
三
九
）
に
く
ら
べ
る
と
、
奈
良
県
は
一
・
九
倍
、
全

製
剤
方
数
つ
ぎ
に
製
剤
方
数
と
売
薬
営
業
者
（
製
造
者
）
・
請
け

と
業
者
数
売
り
者
・
行
商
者
の
数
の
推
移
か
ら
以
上
の
過
程
を

年次｜製剤|請売|行 商|製剤方数
●
人
、
ソ
侭
Ｕ
ｎ
Ｕ
Ｊ
里
Ｑ
》

５
８
９
６
１

４
５
６
７
７

人

3,149

4,643

2，835

2,158

1，457

人

1,984

2，713

5，321

5，271

4,440

方

1,2411897年（明治30)

1902年（〃35）

1911年（〃“）

1915年(大正4）

1920年（〃9）

1,621

5，682

3，834

4,009

注1902年までは『衛生年報』.1910年からは『奈良県統計識！,1910

年の数字は統計開始初年度で疑わしい部分があるので1911年分を掲

げた。

剤
方
数
は
と
く
に
一
九
○
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
急
速
に
増
加
し
、
一
九
一
○
年
代
に
は
ょ

の
ち
に
承
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
新
規
参
入
の
増
大
と
会
社
そ
の
ほ
か
の
協
業
組
織
の

発
展
に
よ
る
製
剤
分
野
の
多
様
化
が
進
み
、
さ
ら
に
は
万
能
薬
か
ら
効
能
を
特
定
し
た
専
門

薬
へ
の
分
化
も
進
展
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

ピ
リ
ン
・
ア
ス
ピ
リ
ン
・
ピ
ラ
ミ
ド
ン
な
ど
の
洋
薬
を
配
合
し
た
新
し
い
方
剤
が
進
出
し
は

じ
め
た
こ
と
も
、
こ
れ
に
関
連
し
て
い
る
。

う
や
く
鈍
化
し
た
。

た
ど
っ
て
承
れ
一
ば
、
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

表
３
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
製

一
九
○
○
年
代
に
入
る
と
、
ヨ
ー
ド
製
剤
・
サ
ン
ト
ニ
ン
・
ア
ン
チ
ヘ
プ
リ
〉
／
・
ア
ン
チ

表2 売薬営業税収入の推移

(1906～1916年）

年 次 奈良県 全国
－

円
弛
妬

６
７
，
，

円

205,262鋤
如
虹
娼
娼
必
妬
２
３
４
５

雌
〃
〃
〃
〃
〃
〃
柾
〃
〃
〃

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

妬
碗
肥
的
、
ｕ
吃
唱
皿
賜
妬

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

214,931

225,357

233,318

219,202

238,117

233,889

245,175

247,127

228,607

227,762

巨
一
》
ワ
０
⑥
●
》
一
侭
Ｕ
ｏ
Ｄ
旬
色
（
Ｕ
］
■
■
■
１
一
一
Ｑ
一
》

行
″
０
《
ｍ
ｖ
Ｆ
へ
Ｊ
《
ｍ
リ
ハ
印
》
の
夕
畠
ハ
ベ
》
《
叩
》
句
ｆ

ゐ
く
》
《
〕
〉
‐
列
辻
《
ｍ
ｖ
Ｐ
へ
》
の
『
〉
《
屋
Ｕ
ｊ
銅
詮
ハ
ペ
》

分
，
，
ｊ
，
夕
，
９
，

７
７
９
１
１
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
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ち
な
み
に
配
置
薬
の
最
大
の
産
地
で
あ
る
富
山
の
製
剤
者
は
一
八
九
七
年
（
明
治
三
○
）
に
は
七
二
六
人
、
一
九
二
○
年
（
大
正
九
）
に

は
二
一
三
○
人
、
請
け
売
り
者
と
行
商
者
の
合
計
は
九
五
六
七
人
か
ら
一
万
○
八
二
五
人
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
数
字
か
ら
染
て
も
、
奈

良
県
の
キ
ャ
ッ
チ
・
ア
ッ
プ
の
過
程
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

な
構
造
近
代
化
の
道
を
歩
承
は
じ
め
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

受
け
て
停
滞
か
ら
減
少
に
転
じ
て
い
る
。

請
け
売
り
と
行
商
に
つ
い
て
は
、
請
け
売
り
免
許
を
も
つ
行
商
者
と
、
製
剤
者
や
請
け
売
り
者
の
一
‐
売
子
」
と
し
て
こ
れ
ら
の
業
者
の

申
請
に
よ
っ
て
行
商
鑑
札
（
一
九
一
四
年
以
降
は
届
済
証
）
を
下
付
さ
れ
る
行
商
者
と
の
仕
分
け
の
ち
が
い
で
、
一
九
○
二
年
と
二
年
と

で
は
請
け
売
り
者
と
行
商
者
が
逆
転
し
て
い
る
。
二
年
以
降
の
行
商
者
は
請
け
売
り
免
許
を
も
つ
行
商
者
を
ふ
く
む
数
字
で
あ
る
と
お

も
わ
れ
る
。
両
者
の
数
字
に
関
連
を
つ
け
よ
う
と
す
れ
ば
、
請
け
売
り
・
行
商
を
合
計
し
た
も
の
を
使
用
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
こ

れ
で
承
る
と
や
は
り
第
一
次
大
戦
初
期
が
ピ
ー
ク
と
な
り
、
以
降
は
大
戦
を
契
機
と
す
る
一
般
的
就
業
機
会
の
拡
大
・
多
様
化
の
影
響
を

の
立
ち
遅
れ
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

て
、
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
に
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。

そ
の
後
は
第
一
次
大
戦
の
好
景
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
停
滞
し
た
の
ち
、
戦
後
恐
慌
の
時
期
に
は
や
や
減
少
し
て
い
る
。

製
剤
の
機
械
化
の
進
展
に
よ
っ
て
小
零
細
企
業
の
参
入
機
会
が
狭
め
ら
れ
た
こ
と
や
急
速
な
都
市
化
現
象
に
対
す
る
在
来
的
な
配
置
網

こ
の
よ
う
に
ゑ
て
く
る
と
．
奈
良
県
の
配
置
薬
は
日
露
戦
争
か
ら
第
一
次
大
戦
初
期
に
か
け
て
急
速
な
成
長
を
承
、
の
ち
に
染
る
よ
う

つ
ぎ
に
製
剤
業
者
の
数
も
同
じ
時
期
か
ら
増
加
が
い
ち
じ
る
し
く
、
さ
き
に
ふ
た
一
‐
売
薬
法
」
施
行
直
前
期
の
カ
ケ
込
桑
免
許
も
あ
っ
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ニ
ニ
ユ
ロ
ー第

（
大
正
一
五
）
に
は
四
八
九
万
円
に
ま
で
増
加
し
た
雰
宗
識
曜
。

都
こ
う
し
て
同
業
組
合
が
発
足
し
、
そ
の
機
能
を
発
揮
し
は
じ
め
る
一
九
二
年
に
は
、
生
産
額
は
一
四
一
万
円
と
な
り
、
当
時
の
奈
良

章
県
で
は
繊
維
産
業
に
つ
ぐ
重
要
物
産
と
し
て
の
地
位
が
確
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
第
一
次
大
戦
期
の
物
価
急
騰
も
あ
っ
て
、
一
九
三
ハ
年

和売薬の近代化

こ
の
よ
う
に
承
て
く
る
と
、
業
界
の
成
長
は
ま
ず
斜
陽
的
な
在
来
産
業
や
農
家
か
ら
の
転
業
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
行
商
者
か
ら
製

剤
者
へ
の
上
向
移
動
の
可
能
性
を
拡
大
し
、
そ
の
こ
と
自
体
が
業
界
の
活
性
化
を
促
す
と
い
う
過
程
が
、
ほ
ぼ
一
九
○
○
年
ご
ろ
か
ら
進

展
し
て
き
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
る
。

と
く
に
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
そ
れ
ら
の
家
の
系
譜
で
あ
る
。

維
新
前
と
そ
の
後
の
二
○
年
間
（
一
八
八
七
年
ま
で
）
の
創
業
で
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
代
灸
の
薬
業
家
や
薬
種
問
屋
、
あ
る
い
は

士
族
・
庄
屋
・
豪
農
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
旧
家
・
名
家
が
多
く
、
一
七
家
の
う
ち
一
三
家
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
が
、
そ
の
後
一
八
九
七
年
ま
で
（
明
治
三
○
代
）
に
は
こ
れ
が
二
○
家
の
う
ち
七
家
と
な
り
、
か
わ
っ
て
農
家
（
六
家
）
出
身
者
が

増
加
し
、
煙
草
製
造
・
織
布
・
染
色
な
ど
在
来
的
工
業
か
ら
の
転
・
兼
業
も
ゑ
ら
れ
て
く
る
。

そ
れ
以
降
で
は
、
行
商
従
事
経
験
者
（
二
○
家
の
う
ち
二
家
）
が
目
立
っ
て
多
く
な
り
、
木
綿
商
・
米
穀
商
・
油
商
な
ど
の
商
家
か
ら

さ
き
に
ぶ
た
「
大
和
売
薬
人
物
誌
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
現
在
の
著
名
製
薬
家
の
創
業
時

新
規
参
入
と
増
産

期
を
承
る
と
、
六
二
家
の
う
ち
維
新
前
か
ら
の
も
の
一
三
家
に
対
し
て
、
一
八
八
七
年
（
明
治
二
○
）
以
前
の
明
治

期
は
九
家
、
そ
れ
以
降
一
九
○
六
年
（
明
治
三
九
）
ま
で
に
は
二
○
家
で
そ
の
大
半
は
そ
の
後
半
期
に
集
中
し
て
い
て
、
続
い
て
一
九
一

一
年
ま
で
の
明
治
期
が
一
二
家
や
以
降
八
家
と
い
う
構
成
と
な
り
、
ほ
ぼ
、
さ
き
の
統
計
と
対
応
し
て
い
る
。

の
参
入
も
み
ら
れ
る
。

117



ま
ず
市
郡
別
で
は
、
営
業
人
員
は
高
市
郡
・
南
蔦
城
郡
、
つ
い
で
吉
野
郡
へ
の
集
中
が
い
ち
じ
る
し
く
、
三
郡
で
全
県
の
六
一
％
（
高

市
・
南
蔦
城
両
郡
で
四
四
必
）
の
シ
ェ
ァ
ー
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
一
九
○
二
年
（
明
治
三
五
）
と
く
ら
べ
て
全
県
の
営
業
人
員
の
増
加
の
九

七
％
は
、
こ
の
三
郡
で
占
め
ら
れ
（
前
二
郡
で
は
八
九
影
）
、
奈
良
市
・
磯
城
郡
・
宇
陀
郡
・
宇
智
郡
で
は
増
加
が
承
ら
れ
る
も
の
の
、
他

こ
れ
を
同
じ
配
置
家
庭
薬
の
最
大
の
産
地
で
あ
る
富
山
県
と
対
比
す
れ
ば
、
こ
こ
で
は
同
じ
期

間
に
四
二
三
万
円
か
ら
一
二
七
五
万
円
に
ま
で
増
加
し
て
い
る
。

同
じ
表
の
労
働
者
数
は
同
じ
期
間
に
三
二
六
人
か
ら
一
四
六
五
人
へ
と
増
加
し
た
。
一
九
○

七
年
（
明
治
四
○
）
に
三
光
丸
本
店
が
県
内
で
は
じ
め
て
磯
械
制
生
産
を
導
入
し
て
以
来
、
本
来
の

意
味
の
工
場
生
産
が
急
速
に
展
開
す
る
が
、
一
九
二
六
年
の
製
剤
業
者
一
戸
当
り
の
「
職
工
数
」

は
わ
ず
か
に
二
・
五
人
に
す
ぎ
ず
、
工
場
生
産
の
発
展
の
底
辺
に
な
お
多
数
の
零
細
自
営
業
者
、

家
族
従
業
者
が
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
男
子
労
働
者
は
横
ば
い
な
い
し
は
減
少
し
て
い
る
の
に
、
女
子
労
働
者
は
一

六
八
人
か
ら
四
七
○
人
へ
と
少
数
な
が
ら
急
増
し
て
お
り
、
機
械
化
の
進
展
に
よ
り
、
帰
郷
中
の

行
商
人
が
調
剤
を
手
伝
う
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
の
「
職
工
」
を
も
ふ
く
め
て
、
熟
練
的
手
作
業

の
分
解
・
効
率
化
は
か
な
り
進
ん
だ
も
の
と
承
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

地
域
構
造
と
生
産
以
上
の
よ
う
に
大
和
売
薬
の
産
地
規
模
は
、
第
一
次
大
戦
期
に
ほ
ぼ
ピ
ー
ク

の
薬
種
別
構
成
に
達
し
、
以
降
は
高
原
状
態
と
な
る
が
、
こ
の
時
期
の
一
九
二
○
年
（
大
正

九
）
の
地
域
別
の
営
業
・
請
け
売
り
・
行
商
の
椛
成
は
表
５
と
表
６
に
承
る
と
お
り
で
あ
る
。

表4奈良県製薬業の職工数と生産額

年次

－－－一一■ 一画

人

958

965

1，037

851

人

168

296

371

470

人

1,126

1,261

1,408

1,321

千円

1，415

1，331

4，459

4,891

1911年（明治44）

1915年(大正4）

1920年（〃9）

1926年（〃15）

〈
Ｕ
“
４
《
Ｑ
》
《
○

Ｑ
〉
《
ｂ
ｌ
▲
ウ
竺

戸
○
房
Ｊ
毎
Ｊ
Ｆ
Ｄ

『奈良県統計野』から作成
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第･4章大和売薬の近代化

表5奈良県製薬業の地域構造（1920年） の
四
郡
で
は
減
少
し
て
お
り
、
時
亘
系
列
と
し
て
ゑ
て
も
前
記
三
郡
、
と
く
に
高
市
・
南
葛
城
両
郡
へ
の
集
中
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。

人

（17）8

(45)18

（28）13

（46）53

（23）27

(126)201

（57）50

（74）132

（17）29

（97）109

（45）85

(575)725

一
ロ
ー
ハ
Ｑ
》
○
Ｏ
ワ
ー
行
ｎ
－
ｎ
Ｕ
一
度
リ
ヴ
ｊ
Ｑ
Ｊ
員
リ
ワ
タ
刈
唖
ワ
Ｉ

１
５
１
３
３
７
３
６
８
７
６
５

１
２
２
２
２
４

１
１

人
８
８
７
２
１
８
８
５
７
１
３
８

１
７
１
３
３
７
３
７
４
１

３
０
１
６
１
５

Ｆ

か

，

２
１
４

1,000円

5．2
1,000円 人

13添上郡

生駒郡

山辺郡

磯域郡

宇陀郡

高 市郡

北 葛 城郡

南蔦城郡

宇智郡

吉野郡

奈良市

合計

一

一

一

一

一

一

一

7．8

9－0

17

21

352.7 81

7．2 22

巳
●
●
、
■
●
●

６
２
２
７
３
５
９

１
３
０
１
２
５

７
１
０
１
４

Ｊ

９

，

１
２
４

466

74

79.0 421

32一

一

0．3

181

79

1,40879．3
ト
ー－－－－

ー－－－

（）内は1902年（明治35）の数字， 『奈良県統計宙』から作成

表6主要町村別製造場数・生産額

（1922年） こ
の
傾
向
は
行
商
人
員
・
生
産
価
額
・
職
工
数
に
つ
い
て
、
よ
り
明
白

な
形
で
示
さ
れ
る
。
高
市
・
南
蔦
城
両
郡
の
占
め
る
割
合
は
一
九
二
○
年

（
大
正
九
）
に
は
行
商
人
員
・
生
産
価
額
で
い
ず
れ
も
八
二
％
、
職
工
数
で

は
六
三
％
で
あ
る
。
ま
た
輸
出
向
生
産
は
南
蔦
城
郡
が
ほ
と
ん
ど
占
め
て

い
る
。両

郡
の
営
業
人
員
の
シ
三
ノ
ー
を
こ
れ
ら
の
指
標
の
そ
れ
の
方
が
は
る

丁－－－1蓮溺薩産緬|方数
所
０
６
９
１
１
７
３
１
０
６

３
２
１
１
１
５
１
１
１
２

円
０
４
１
５
８
２
４
５
０
９

千
３
６
８
３
９
８
５
１
６
０

６
１
７
３
４
３
１
５

１

Ｆ

２
２

方

248

261

177

145

所御
蔦
忍
大
披
高
阪
金
新
船

町
村
村
村
村
町
村
村
村
村

南
蔦
城
郡

海
正
上
取

189

521

高
市
郡

合 一
員
』
１
上
ロ
４
二
○
三
白

⑨
垂
貝
》
１
上
○
色

１

１
３

橋
沢
倉

『大和売薬史』から抽出

製造実綴のある製造栂10以上の町村，ほかに磯城郡平

野村4製造栂697千円
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所
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
、
製
造
場
数
と
生
産
額
・
方
数
を
承
れ

ば
、
製
造
場
で
は
高
取
・
御
所
・
葛
歳
聡
）
・
船
倉
愈
輪
）
の
各
町

村
が
群
を
抜
い
て
お
り
、
生
産
額
で
は
蔦
・
高
取
へ
集
中
が
い
ち

じ
る
し
く
、
忍
海
・
御
所
・
船
倉
・
披
上
爾
輸
）
が
こ
れ
に
つ
い

で
い
る
。
平
野
村
寂
雑
原
）
も
四
製
造
場
に
す
ぎ
な
い
が
、
生
産
額

は
御
所
を
抜
い
て
い
る
。
方
数
で
も
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
町
村
は
歴
史
的
に
も
早
期
に
産
地
形
成
が
は
じ
ま
っ

た
地
域
で
あ
り
、
大
正
後
期
に
至
っ
て
も
、
な
お
大
和
売
薬
の
中

枢
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
以
上
の
よ
う
な
形
で
成
長
し
て
き
た
奈
良
県
の
配
置
薬

か
に
う
わ
回
る
こ
と
は
、
両
郡
に
営
業
規
模
が
大
き
い
企
業
が
多
く
立
地
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
ま
た
生
産
価
額
の
シ
ニ
ア
ー
が
職
工

数
の
シ
ェ
ァ
ー
よ
り
も
大
き
い
こ
と
は
、
生
産
性
と
薬
品
単
価
の
高
い
企
業
の
集
中
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
で
請
け
売
り
人
員
の
こ
の
両
郡
へ
の
集
中
は
一
○
％
と
い
ち
じ
る
し
く
低
く
、
宇
智
・
吉
野
・
磯
城
の
三
郡
と
奈
良
市
に
多
く
集

ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
高
市
・
南
蔦
城
両
郡
の
営
業
者
は
請
け
売
り
者
を
兼
ね
、
あ
る
い
は
直
接
売
子
を
使
用
し
て
配
置
す
る
も
の
が
多

く
、
専
業
の
請
け
売
り
な
い
し
は
請
け
売
り
行
商
者
は
有
力
営
業
者
の
少
な
い
隣
接
郡
あ
る
い
は
奈
良
市
に
む
し
ろ
集
中
し
て
い
る
と
い

う
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
大
和
売
薬
同
業
組
合
を
構
成
す
る
磯
城
・
高
市
・
南
北
葛
城
の
四
郡
に
属
す
る
町
村
の
う
ち
、
製
造
場
（
営
業
者
）
が
一
○
か

奈良県製薬業の種類別生産状況

（1927年）

表7

方数 価 額

方

118
千円
90脳病その他神経病薬

心臓その他血行器病薬

感冒薬

肺その他呼吸器病薬

胃腸その他消化器病薬

泌尿および生殖器病薬

婦人薬( 煎薬）

清涼剤

駆虫剤

感応丸および六神丸類

皮膚病薬(外用）

耳鼻咽喉眼科薬(外用）

総 数

77 92

1,043 1,285

92 78

947 849

38 20

172 129

244 129

295
G

963

355

249

334236

12652

4,89］4,054

『奈良県統計暦』から作成，1926年の数字は異常値をふく

むので,1927年分を採用した。総数は「その勉をふく

む｡
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第4章大和売薬の近代化

あ
る
。

さ
き
に
象
た
よ
う
に
、
大
和
売
薬
は
一
八
九
○
年
代
か
ら
成
長
軌
道
に
乗
り
、
と
く
に
一
九
○
○
年
代
に
入
っ
て
成

商
況
の
推
移

長
は
加
速
さ
れ
、
同
一
○
年
代
半
ば
か
ら
高
原
状
態
へ
と
移
行
し
た
。

松
方
デ
フ
レ
下
に
売
薬
印
紙
税
制
が
強
行
さ
れ
、
存
亡
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
に
先
き
だ
つ
一
八
八
○
年
代
で
あ
っ
た

が
、
成
長
期
に
入
っ
て
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
直
前
に
至
る
ま
で
は
、
業
界
不
況
を
訴
え
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
理
由
と
し
て
の
陳
情
な
ど

の
動
き
は
見
当
た
ら
ず
、
ま
た
そ
れ
ら
の
必
要
を
裏
付
け
る
よ
う
な
統
計
面
で
の
変
化
も
、
と
く
に
見
出
し
え
な
い
。
景
気
変
動
に
対
す

る
弾
力
性
の
小
さ
い
配
置
薬
と
い
う
商
品
特
性
も
あ
っ
て
、
深
刻
な
商
況
不
振
の
時
期
は
な
か
っ
た
と
ゑ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

大
和
売
薬
同
業
組
合
が
発
足
し
て
か
ら
は
、
そ
の
年
次
報
告
で
あ
る
『
大
和
売
薬
同
業
組
合
業
務
成
績
』
（
》
瀦
頚
憾
評
望
射
型
に
「
組

合
員
の
営
業
に
関
す
る
商
況
」
と
い
う
項
目
が
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
度
か
ら
設
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
引
用
し
た
売
上
税
廃
止
な
ど
を
め
ぐ
る
動
き
を
省
略
し
、
そ
の
概
要
を
み
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。

皮
腐
病
薬
は
方
数
の
シ
ェ
ァ
ー
は
六
％
で
あ
る
が
、
生
産
雄

す
る
駆
虫
薬
は
方
数
で
九
％
、
生
産
価
額
で
六
％
を
占
め
た
。

薬
な
ど
消
化
器
病
薬
を
う
わ
回
っ
て
い
る
。

業
界
が
生
産
す
る
配
置
薬
の
種
類
別
の
内
訳
け
を
一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
）
に
つ
い
て
承
れ
ば
表
７
の
と
お
り
で
あ
る
。

方
数
・
生
産
価
額
と
も
に
群
を
抜
い
て
い
る
の
は
感
冒
薬
で
あ
り
、
全
方
数
の
二
六
％
、
全
生
産
金
額
に
対
し
て
も
二
六
％
を
占
め

る
。
つ
い
で
多
い
の
が
、
胃
腸
薬
な
ど
消
化
器
病
関
係
で
あ
っ
て
、
方
数
の
シ
ニ
ア
ー
は
二
三
％
、
生
産
金
額
の
シ
ェ
ァ
ー
は
一
七
％
で

感
応
丸
お
よ
び
六
神
丸
類
は
伝
統
的
な
高
貴
薬
で
あ
っ
て
、
方
数
は
全
方
数
の
六
％
に
す
ぎ
な
い
が
、
生
産
価
額
で
は
二
○
％
と
胃
腸

生
産
価
額
で
は
七
《
％
と
胃
腸
薬
に
次
い
で
お
り
、
ま
た
当
時
の
衛
生
状
態
を
反
映
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原
料
コ
ス
ト
の
上
昇
は
止
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
賃
金
も
ま
た
上
昇
し
た
が
、
配
溌
薬
の
定
価
は
こ
れ
に
伴
わ
ず
、
業
者
の
一
‐
苦
痛
や
僅
少
に
あ
ら

ず
」
。
製
品
を
改
善
し
苅
利
多
売
の
方
針
で
難
闘
努
力
し
た
結
果
と
流
行
性
感
冒
（
ス
ペ
イ
ン
風
邪
）
の
流
行
も
あ
っ
て
、
生
産
定
価
総
額
は
二
八
・
二

％
、
貼
数
は
一
五
・
○
％
の
増
加
と
な
っ
た
。

数
も
一
○
・
一
％
増
加
し

一
九
二
○
年
（
大
正
九
）

窓
を
払
っ
た
結
果
、
需
要

一
九
一
八
年
（
大
正
七
）

製
造
定
価
総
額
は
二
○
・
七
％
の
大
幅
増
と
な
っ
た
。
生
産
貼
数
の
増
加
は
一
四
・
八
％
で
あ
っ
た
。
原
料
薬
品
や
包
装
用
紙
・
加
工
賃
の
高
騰
は
止

ま
ず
、
や
む
な
く
定
価
の
改
訂
を
行
っ
た
た
め
で
も
あ
る
が
、
販
路
の
拡
張
に
努
め
、
配
侭
薬
の
品
質
も
向
上
し
、
「
的
確
な
る
も
の
を
提
供
す
る
に
」

窓
を
払
っ
た
結
果
、
需
要
家
の
信
用
も
高
ま
っ
た
こ
と
が
大
き
な
原
因
で
あ
る
。

一
般
商
工
界
の
不
振
と
第
一
次
大
戦
に
よ
る
原
料
薬
品
の
高
騰
に
よ
っ
て
、
生
産
は
大
き
な
影
響
を
受
け
一
‐
一
般
手
控
の
状
態
」
に
あ
り
、
前
年
比

四
・
三
％
の
減
少
と
な
っ
た
。
配
置
薬
の
販
路
は
「
全
国
都
市
僻
遠
の
地
」
に
至
る
ま
で
普
及
し
、
海
外
で
は
朝
鮮
・
中
国
を
中
心
と
し
て
、
シ
ン
ガ
髄

四
・
三
％
の
減
少
と
な
っ
た
。
配
置
薬
の
販
路
は
一
‐
全
国
都
市
僻
遠
（

Ｉ
ル
・
ハ
ワ
イ
に
も
輸
出
す
る
に
至
り
、
輸
出
は
漸
増
傾
向
に
あ
る
。

第
一
次
大
戦
期
の
ブ
ー
ム
は
続
き
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
昂
進
し
て
物
価
は
空
前
の
騰
賀
が
続
い
た
。
生
産
定
価
総
額
は
前
年
比
三
七
・
○
％
、
貼

も
一
○
・
一
％
増
加
し
た
。
た
だ
し
中
国
向
け
輸
出
は
排
日
運
動
の
た
め
打
嬢
を
受
け
た
。

生
産
定
価
総
額
は
前
年
比
六
六
・
四
％
の
大
幅
増
加
を
ぷ
た
が
、
貼
数
は
八
・
五
影
増
に
止
ま
っ
た
。

一
九
一
七
年
（
大
正
六
）

一
般
経
済
界
が
好
況
に
転
じ
た
た
め
、
配
置
薬
の
需
要
も
増
加
し
、
生
産
は
前
年
比
二
・
○
％
の
一
増
と
な
っ
た
。
輸
出
も
依
然
好
調
で
あ
る
。

貼
数
は
一

一
九
一
九
年

一
九
一
六
年
（
大
正
五
）

一
九
一
四
年
（
大
正
三
）

一
九
二
一
年
（
大
正
一
○
）

（
大
正
八
）
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一
時
低
落
し
た
物
価
は
再
び
騰
勢
に
転
じ
、
商
品
経
済
の
浸
透
に
伴
う
農
村
経
済
の
一
’
不
均
衡
」
が
増
大
す
る
と
と
も
に
、
国
民
の
生
活
不
安
を
増
幅

さ
せ
た
。
貿
易
の
不
振
は
商
工
業
界
の
沈
滞
を
も
た
ら
し
、
金
融
は
硬
塞
し
、
不
況
は
深
刻
化
し
た
。
「
簡
易
に
し
て
安
価
利
便
な
る
」
配
置
薬
は
そ
の

直
接
的
な
影
響
は
軽
微
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
生
産
定
価
総
額
は
前
年
比
○
・
四
％
増
と
ほ
ぼ
横
ば
い
、
貼
数
の
増
加
も
一
・
○
％
の
増
に
止
っ
た
。

生
産
定
価
総
額
は
前
年
比
一
三
・
五
％
、
貼
数
は
六
・
七
％
の
増
加
で
あ
っ
た
が
、

「
鞘
円
滑
を
欠
き
た
る
感
な
き
に
あ
ら
ず
」
。

調
で
あ
る
。

一
般
経
済
界
の
不
況
は
続
き
、
物
価
は
低
落
に
転
じ
、
と
く
に
米
価
下
落
は
農
村
の
生
活
不
安
を
増
大
さ
せ
た
。
し
か
し
需
要
は
山
間
僻
地
の
不
振
と

対
照
的
に
都
市
地
域
で
伸
び
、
代
金
回
収
も
困
難
で
は
な
か
っ
た
。
消
費
者
が
配
侭
薬
の
進
歩
を
認
識
し
た
こ
と
と
、
業
者
が
品
質
の
改
善
の
必
要
性
を

理
解
し
て
努
力
し
た
結
果
で
あ
る
。
生
産
定
価
総
額
は
前
年
比
三
七
・
六
％
、
貼
数
は
二
六
・
九
％
の
増
加
で
あ
っ
た
。
輸
出
も
中
国
北
部
を
中
心
に
好

。
ｐ
◎

も
二
・
四
％
の
対
前
年
比
増
と
な
っ
た
。

生
産
定
価
総
額
は
前
年
比
二
・
六
％
、
貼
数
は
五
・
七
％
の
そ
れ
ぞ
れ
減
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
売
薬
税
廃
止
を
見
越
し
て
の
手
控
え
に
ほ
か
な
ら
な

九
二
四
年
（
大
正
一
三
）

戦
後
恐
慌
の
配
置
薬
業
界
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
小
さ
く
、
新
製
品
の
激
増
と
価
格
の
一
上
昇
に
よ
っ
て
、
生
産
定
価
総
額
は
四
二
・
三
％
、
貼
数
は
三

一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
）

一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
）

一
九
二
二
年
（
大
正
二
）

不
況
は
都
市
に
も
農
山
漁
村
に
も
及
び
、
そ
の
た
め
代
金
回
収
は
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